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第 2 表貨車電球使用種別表3 発電後駆動装置には平ベノレ ト 式と歯車式の 2 街類がある。

前者はその基本方式で客車および一部の貨車の車体下台わくに，

写真に示すようなつり装置によってつるした発電織を，ヱfi制1に

取付けた調ヰ主力、ら平ベノレトによって駆動するもので，ベノレト政

力は調整俸により発電機自重を利用して加減できるようになっ

ている。後者は寒冷地で冬期雪筈によ っ てベノレト駆動が不可能

となるために用いられるもので， 111輸と申h箱の閉を利用して，

かさ形大樹事と小歯車を含む歯車箱を取付けスプライン取h，自

在継手をもっ推進制1によって，司王休台わくに固定された発電機

を駆動するようになっている。

4 書官電池は車両に装置する関係上取付場所の制限，取扱の

便宜，外気f鼠度の影響による容量:変化， 振動衝撃等を考慮して

製作されてあり，現在ほとんどベー スト式鉛蓄電池が採用され

ている。 1 両分は 12 側を l 組として使用するが，北海道府客車

だけは冬期充電不足となるため， 2 組を並列に接続し容量を倍

にして使用する。そのおもなる裏目はつぎのとおりである。

，，._，_可解液|重量 |電解液f占|
比重 I 7"#A"..t.~'kg 1' l!. rlt~.!l!. 1 使用極別
(20・ êìI (除液)邑 I 1 I 

TRC 3-6 6 1 7.5 10 1.250 2.5 

TRB 5-6 6 1 50 5 1 1.250 14 

TRA 11 2 1275 5 1 1.250 27 

TRE 16 2 1320 27 

5 客車の発電動後は優等車の一部に用いられている賛(け

い)光灯，ならびに拡声装置の電波に使用するもので，起動接

触器とともに防援ゴムを介して車体下台わくにつり下げられて

いる。その構造は全閉形連続定格でおもなる裏目はっきfのとお

りである。

6 客車の電灯はI宣告iE24Vの

i 白熱電球と ， 交流 105V の蛍光

灯の 2 磁類で，車両内部の使用

箇所による電球の極別は第 l 表

のとおりである。 室内灯は深夜

に旅客の睡眠をさまたげないよ

う 半夜灯，終夜灯の 2 回路に分

け 1 灯おきにもしくは千鳥形に，半分だけ消灯できるようにし

たものと，滅光スイッチを使って 2 灯ごとに直列に接続し， 1 

灯当りの電圧を 12V に減圧するものとある。また蛍光灯のつい

ている客車は直流回路の深夜灯に切替えるようになっている。

寝台車にはまくら元に寝台灯を設け旅客が自由に点滅できるよ

入力側 | 出力側

11ì:圧 DC 24V AC 105V 

電流 8A 4A 

回転数 3,300rpm 3,300rpm 

周波数 55"'-

相数

うにしてある。

j';t車はいずれも直流 24V の白熱電灯を丹1\，、ており，その使用

種別は第 2 表のとおりである。

7 便所使用知らせ灯 便所が使用中であることを客室内の

旅客に知らせるため，座席から見易い所にだいだい色の電灯を

取付け， 1!史所引戸の忍、錠(じよう)をかけるとスイッチが入って

'ilîtrがつく ようになっている。

8 同時点滅器 は111掌が電灯の点滅を各車両ごとに行う不

便，およびその間の憶力浪費をなくしてどの車両で傑作しても，

全車両の点滅を問時にてeきるようにするために用いる一極の接

触様である。図に示すように電磁コイノレは M1 ・ M 2 の 2 つの部

分からなっており，点滅スイッチ S を L点、汀の方に入れると M1
M2 に流れる電流は同じ方向となり ， 吸引力が和1I!IJ となって接

点を!汲茄し点灯する。その後は M2 だけによって接点は保持さ

れる。つぎに し滅1 の方に入れると M 1 のt主流は M 2 と逆方向と
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注意 1 特記しない白熱電球は JIS C7503 による

2. 白熱電球中 40 は R24V 40W 
20 は R24V20W

5 は R24V 5W を表わす

同時点滅器つなぎ
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なりI!&引力をたがいに打消し， ばねの力によって接点を引離し

て消灯する。連結しである他の車両の同時点滅器も一本の引き

通し線 LEl により操作した点滅スイッチを介して， 同じ回路

が形成され，同時に動作するようになっている。(林正造)

てんとうそうち 点灯装置(蒸気後関車の) (英) Jighting 

equipment (steam locomotive) 機関車に点灯する装置は，

電源としては蒸気を用いるタ ー ビン発電僚により前灯・傑識灯・

室内灯などに点灯する。 国鉄の蒸気後関車点灯装置はつぎの と

おりである。図に示すように抑スイッチ(照号 4 ) ， 抵抗告ま(押

スイッチの上にある)を備え，抑スイッヰにはヒューズを取付

けている。配線には電線管を用い，発電話量と抑スイッチとの間




